
　

　　　　

遊学１日体験教室を開催しました
11月から12月の期間で１７講座を開催！！

遊びながら 学びながら

ときめき発見！

学

紙流

習生 涯

交 2７
＜2022・2＞

*** 本号のラインナップ ***

一人でも楽しむことを考える

◆山田 農久 さん

ボランティア活動

～地域に貢献したい～

◆関口 忠男 さん

介護の世話にならないために

◆太極拳サークル

粕壁太極拳の会

指を使い、頭を使い

◆蕎麦の会・藤

◆親子工作教室

（豊春地区公民館）

◆春の散策～ガイドと歩く春日部

の歴史

（武里地区公民館）

まちの遊学人 サークル紹介 生涯学習事業レポート

遊 学

新型コロナウイルスの感染防止対策のため参加人数が

制限されている中、１８５人の参加者がありました。

いくつかの教室の様子を紹介します。

初心者のためのテーブル茶道 フレイルにおける危険予知「転ばぬ先の太極拳」 自筆証書遺言の書き方講座

七宝焼 折り紙教室（乗りもの・雑貨・生きもの

を折ろう）
論語と中国古典を楽しむ



一
人
で
も
楽
し
む
こ
と
を
考
え

る 

 

山
田 

農
久
さ
ん
（
武
里
南
地
区
）  

        

山
田
さ
ん
の
退
職
後
の
生
き
方
は
、「
楽

し
く
、
お
金
を
か
け
な
い
、
１
人
で
や
れ

る
こ
と
を
探
す
」
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。 

 

「
ま
ず
、何
を
や
る
に
も
健
康
が
１
番
、

最
大
の
資
産
は
『
体
力
』
で
す
。
そ
こ
で
、

１
日
の
ス
タ
ー
ト
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
か
ら
、

途
中
畑
に
寄
り
、
そ
し
て
平
方
公
園
で
ラ

ジ
オ
体
操
に
参
加
し
て
い
ま
す
」
と
山
田

さ
ん
。 

で
は
、
１
人
で
も
楽
し
む
こ
と
を
考
え

た
こ
と
で
、
１
人
で
何
を
や
っ
て
い
る
の

か
を
紹
介
し
ま
す
。 

１
、
ホ
タ
ル
の
幼
虫
（
800
匹
）
を
飼
育
。

エ
サ
は
タ
ニ
シ
。
7
月
に
は
近
所
で
鑑

賞
会
を
開
催
。 

２
、
貸
し
農
園
で
野
菜
作
り
。
11
月
は
秋

野
菜
（
大
根
、
玉
ね
ぎ 

等
） 

３
、
生
涯
学
習
の
記
録
。 

「
は
る
が
く
帳
」
へ
の
記
録
は
、
た
だ

今
「
1955
は
る
」（
１
学
習
＝
１
は
る
）。 

４
、「
マ
ン
ホ
ー
ル
」
巡
り
。 

 

マ
ン
ホ
ー
ル
の
写
真
は
、
た
だ
今
「
260

枚
」。
（
札
幌
市
、
遠
野
市
、
京
都
市
、

県
内
の
市
町
村 

等
） 

５
、「
歴
史
上
の
人
物
の
お
墓
」や「
お
城
」

を
巡
る
こ
と
。 

 

歴
史
上
の
人
物
の
お
墓
は
、
た
だ
今

「
54
基
」。（
坂
本
龍
馬
、
豊
臣
秀
吉
、

渋
沢
栄
一
、
徳
川
慶
喜
、
和
宮 

等
） 

 

お
城
は
、
た
だ
今
「
47
城
」。（
姫
路
城
、

熊
本
城
、
松
前
城
、
松
江
城
、
高
知
城
、

中
津
城
、
首
里
城 

等
） 

６
、
趣
味
で
、
貼
絵
、
カ
レ
ン
ダ
ー
の
作

成
、
山
の
田
新
聞
を
発
行
。 

７
、
仲
間
と
の
活
動
。 

 
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
、
生
涯
学
習
市
民

推
進
員
、
ホ
タ
ル
の
会
会
員
、
ふ
れ
あ

い
大
学
31
期
生
会
員
と
し
て
活
動
。 

山
田
さ
ん
の
こ
う
し
た
幅
広
い
活
動 

は
、
ま
だ
ま
だ
進
行
中
で
す
。 

            

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

～
地
域
に
貢
献
し
た
い
～ 

  
 

 

関
口 

忠
男
さ
ん
（
庄
和
地
区
）  

           

関
口
忠
男
さ
ん
は
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
長
く
続
け
て
い
ま
す
。 

 

退
職
後
、
何
か
し
ら
地
域
に
貢
献
し
た

い
と
始
ま
っ
た
活
動
が
、
庄
和
地
区
市
民

大
学
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
意
義
を
学
び
、

多
く
の
仲
間
と
の
活
動
に
広
が
っ
て
い
き

ま
し
た
。 

 

取
材
し
た
こ
の
日
（
11
月
末
）
は
、
川

辺
小
学
校
の
「
凧
作
り
授
業
」
に
「
宝
・

凧
の
会
」
の
仲
間
と
、
１
年
生
の
教
室
に

い
ま
し
た
。
凧
作
り
作
業
と
、
凧
の
飛
ば

し
方
、
大
凧
あ
げ
祭
り
の
歴
史
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
の
質
問
に
答
え
な
が
ら
の
楽
し

い
２
時
間
で
し
た
。 

 

ま
た
、
交
通
安
全
週
間
で
は
、
通
学
路

に
立
ち
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
見
守
る

活
動
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。 

 

350
本
の
サ
ク
ラ
並
木
入
り
口
に
あ
る

「
庄
和
道
の
駅
さ
く
ら
公
園
（
春
日
部
市

上
柳
）」
で
は
、10
年
以
上
の
歴
史
の
あ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
庄
和
ふ
る
里
を
守
る
会
」
メ
ン
バ
ー
と

し
て
、
月
２
回
の
大
掛
か
り
な
清
掃
活
動

に
作
業
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
汗
を
流
し
て
い

ま
す
。
近
年
、
サ
ク
ラ
に
大
打
撃
を
与
え

て
い
る
特
定
外
来
生
物
指
定
「
ク
ビ
ア
カ

ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
」
の
監
視
も
大
切
な
活
動

で
す
。 

 

そ
し
て
、
庄
和
地
区
公
民
館
の
ラ
ジ
オ

体
操
か
ら
始
ま
る
定
期
清
掃
活
動
は
、
た

く
さ
ん
の
仲
間
と
楽
し
く
接
す
る
場
に
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
、
振

動
工
具
取
扱
作
業
者
（
刈
払
機
）、
低
圧
電

気
取
扱
、
家
庭
電
器
修
理
技
士
な
ど
60
余

の
資
格
は
、
充
実
し
た
活
動
の
支
え
に
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

結
び
に
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け

る
こ
と
で
、
健
康
で
朗
ら
か
な
人
生
を
歩

ん
で
い
き
た
い
。
喜
ん
で
貰
え
る
こ
と
が

嬉
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

 

まちの遊学人 

数々の蒐集品 

小学校で凧づくり 



介
護
の
世
話
に
な
ら
な
い
た
め

に 太
極
拳
サ
ー
ク
ル
「
粕
壁
太
極
拳
の
会
」

（
粕
壁
地
区
） 

          

当
会
は
、
太
極
拳
を
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
継
続
し
た
い
人
達
が
集
ま
っ
て
平
成

３０
年
に
立
ち
上
げ
た
教
室
で
す
。
生
涯
学

習
市
民
塾
や
講
習
会
で
知
り
合
っ
た
仲
間

達
が
主
な
メ
ン
バ
ー
で
、
藤
田
葆
雄
氏
を

指
導
者
と
し
て
粕
壁
南
公
民
館
で
毎
週
金

曜
日
に
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

会
の
モ
ッ
ト
ー
は
、「
先
ず
は
自
ら
が
介

護
の
世
話
に
な
ら
な
い
為
に
努
力
す
る
こ

と
」
で
、
自
分
だ
け
で
な
く
介
護
予
防
を

目
指
し
た
普
及
活
動
も
併
せ
て
行
っ
て
い

ま
す
。
母
体
は
武
術
太
極
拳
連
盟
の
教
室

で
、
段
級
・
指
導
員
の
資
格
を
取
得
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
活
動
内
容
は
、
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
と
入
門
太
極
拳
・
２４
式
太
極

拳
で
す
。
狙
い
は
、
正
し
い
姿
勢
で
バ
ラ

ン
ス
の
良
い
柔
軟
な
動
き
と
ス
リ
ム
な
身

体
作
り
で
す
。 

 

動
作
と
し
て
は
単
調
な
反
復
練
習
が
多

い
の
で
す
が
、
難
し
い
動
き
が
出
来
た
時

の
達
成
感
や
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
表
演
す

る
時
の
連
帯
感
を
味
わ
う
こ
と
が
出
来
ま

す
。
現
在
の
会
員
は
、
１０
余
名
で
す
が
、

多
く
は
女
性
の
会
員
が
占
め
て
お
り
、
男

性
の
会
員
が
更
に
増
え
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。 

 

会
員
の
皆
さ
ん
は
、
年
齢
を
感
じ
さ
せ

な
い
体
の
柔
ら
か
さ
で
ゆ
っ
た
り
と
手
足

を
前
後
、
左
右
、
上
下
に
動
か
し
て
い
ま

す
。
体
操
実
施
中
は
皆
、
真
剣
そ
の
も
の

で
す
が
、
体
操
の
合
間
は
先
生
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
も
あ
っ
て
、
と
っ
て
も
明
る
い
雰

囲
気
で
と
に
か
く
楽
し
く
や
る
の
が
太
極

拳
、
と
い
っ
た
感
じ
で
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
老
若
男
女
だ
れ
で
も
簡
単

に
で
き
、
し
か
も
高
齢
者
に
あ
り
が
ち
な

転
倒
予
防
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
２
年
間
、
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
が
中

止
に
な
り
、
活
動
の
機
会
が
減
少
し
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
収
束
後
は
公
民
館
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
や
武
術
太
極
拳
連
盟
の
交
流
大

会
な
ど
に
参
加
し
、
日
頃
の
練
習
成
果
を

発
表
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

          

指
を
使
い
、
頭
を
使
い 

蕎
麦
の
会
・
藤
（
内
牧
地
区
）  

        
 

    

蕎
麦
の
会
・
藤
は
内
牧
地
区
文
化
祭
に

平
成
２７
年
か
ら
連
続
し
て
参
加
し
て
お

り
、
ま
た
内
牧
地
区
公
民
館
で
最
も
多
く

活
動
し
て
い
る
会
で
、
月
８
回
活
動
し
て

い
ま
す
。
初
心
者
の
「
蕎
麦
打
ち
教
室
」

が
月
４
回
で
、
Ａ
コ
ー
ス
（
木
）、
Ｂ
コ
ー

ス
（
土
）
各
５
時
間
の
各
２
回
、
卒
業
生

中
心
の
「
蕎
麦
打
ち
会
」
が
月
４
回
あ
り

ま
す
。 

 

教
室
は
各
回
４
名
の
少
人
数
に
絞
り
、

講
師
の
実
演
・
解
説
、
参
加
者
の
実
技
・

指
導
、
試
食
と
時
間
も
長
く
技
術
は
十
分

に
身
に
つ
く
よ
う
で
す
。 

 

蕎
麦
の
会
・
藤
は
、
全
国
に
250
会
員
以

上
の
一
般
社
団
法
人
「
全
麺
協
」
の
正
会

員
で
、
春
日
部
市
で
平
成
２６
年
に
「
蕎
麦

打
ち
教
室
」
を
発
足
し
、
そ
の
後
「
蕎
麦

の
会
・
藤
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
会
員
は

平
均
年
齢
６０
台
後
半
の
１５
名
ほ
ど
で
常

時
７
、
８
名
が
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

 

講
師
の
横
山
忠
弘
さ
ん
は
、
若
や
か
で

す
が
、
７５
歳
に
な
ら
れ
る
と
の
こ
と
で

「
全
麺
協
」
の
師
範
・
４
段
（
最
高
６
段
）

で
あ
り
、
段
位
認
定
審
査
員
も
務
め
て
い

ま
す
。
蕎
麦
打
ち
は
男
の
料
理
教
室
に
参

加
し
て
、
蕎
麦
打
ち
に
興
味
を
持
っ
た
こ

と
が
始
ま
り
で
し
た
。
蕎
麦
打
ち
は
そ
ば

粉
・
天
気
・
時
間
等
に
よ
り
水
加
減
を
変

え
る
な
ど
頭
を
使
い
、
指
を
使
う
こ
と
が

健
康
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
教
え
る

こ
と
が
楽
し
み
で
自
己
の
技
術
の
伸
長
に

も
役
立
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
そ
の
指

導
要
領
は
時
に
は
厳
し
く
あ
り
、
し
か
し

人
間
性
豊
か
な
人
柄
と
そ
の
温
か
み
か
ら

会
員
に
慕
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

蕎
麦
の
会
・
藤
の
益
々
の
ご
発
展
、
横

山
講
師
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。 

    

サークル紹介 

粕壁太極拳の会の皆さん 

練習風景 

講師の横山忠弘さん 

頭を使いながらの蕎麦打ち 



親
子
工
作
教
室 

 
 

 
 

 
 

 

豊
春
地
区
公
民
館 

           
 

令
和
３
年
８
月
１
日
（
日
）
、
豊
春
地

区
公
民
館
で
夏
休
み
親
子
工
作
教
室
を
実

施
し
ま
し
た
。
工
作
内
容
は
万
華
鏡
づ
く

り
の
体
験
で
、
小
学
生
と
保
護
者
の
ペ
ア

を
20
組
募
集
し
ま
し
た
。
応
募
は
20
組

と
な
り
、
定
員
に
達
し
ま
し
た
。 

 

当
日
の
参
加
者
は
、
17
組
の
親
子
が
参

加
し
ま
し
た
。
小
学
生
17
名
と
母
親
が

14
名
、
父
親
が
３
名
で
し
た
。
持
ち
物
は
、

色
鉛
筆
、
の
り
、
は
さ
み
と
材
料
費
の
100

円
で
す
。 

 

材
料
は
万
華
鏡
の
紙
製
の
筒
１
本
、
中

に
入
れ
る
細
長
い
鏡
３
枚
（
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
）、様
々
な
種
類
の
ビ
ー
ズ
が
入
っ
た
筒

の
先
に
付
け
る
容
器
、
筒
に
貼
る
絵
を
描

く
用
紙
と
の
ぞ
き
穴
の
紙
の
５
点
で
し
た
。 

 

工
作
の
中
で
最
も
時
間
を
か
け
た
の
が
、

筒
の
外
側
に
貼
る
紙
に
色
鉛
筆
で
様
々
な

絵
を
描
く
こ
と
で
し
た
。
子
供
達
は
、
マ

ン
ガ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、
動
物
、
花
、
デ

ザ
イ
ン
、
乗
り
物
な
ど
丁
寧
に
描
い
て
い

ま
し
た
。 

 

一
番
難
し
い
と
こ
ろ
は
、
筒
の
中
に
入

れ
る
３
枚
の
鏡
を
作
る
こ
と
で
し
た
。
３

枚
の
鏡
を
内
側
に
三
角
形
に
し
て
貼
り
合

わ
せ
、筒
の
中
に
固
定
す
る
作
業
で
し
た
。

鏡
が
き
ち
ん
と
固
定
さ
れ
な
い
と
、
隙
間

か
ら
光
が
入
り
込
み
、
様
々
な
色
の
ビ
ー

ズ
の
模
様
が
鏡
に
反
射
し
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。 

 

３
枚
の
鏡
を
隙
間
な
く
合
わ
せ
る
こ
と

と
、
筒
の
中
に
ス
ポ
ン
ジ
を
入
れ
て
鏡
を

固
定
す
る
作
業
が
と
て
も
難
し
か
っ
た
よ

う
で
す
。 

 

10
時
か
ら
始
ま
っ
た
作
業
は
、
１
時
間

30
分
ぐ
ら
い
で
出
来
上
が
り
、
様
々
な
色

の
ビ
ー
ズ
が
筒
を
回
す
こ
と
で
い
ろ
い
ろ

な
模
様
に
な
り
、
子
供
達
は
大
い
に
満
足

し
た
様
子
で
し
た
。 

                

春
の
散
策 

～ 

ガ
イ
ド
と
歩
く 

春
日
部
の
歴
史 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

武
里
地
区
公
民
館  

             

武
里
地
区
公
民
館
・
武
里
大
枝
公
民
館

は
、
５
月
２６
日
「
春
の
散
策
～
ガ
イ
ド
と

歩
く
春
日
部
の
歴
史
」を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

春
日
部
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の
ガ

イ
ド
さ
ん
の
も
と
北
春
日
部
駅
に
集
合
し
、

小
渕
地
区
を
巡
り「
ぷ
ら
っ
と
か
す
か
べ
」

ま
で
を
歩
く
４．２
㎞
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。 

 

当
日
は
、
同
公
民
館
の
利
用
者
な
ど
１８

人
が
参
加
。
コ
ロ
ナ
対
策
の
密
集
を
避
け

る
た
め
２
班
に
分
か
れ
て
行
動
し
ま
し
た
。

ガ
イ
ド
さ
ん
の
案
内
で
、
１
つ
の
宮
に
２

社
が
入
る
鷺
（
さ
ぎ
）
神
社
・
鷲
（
わ
し
）

神
社
や
市
内
唯
一
の
修
験
寺
院
の
小
淵
山

観
音
院
に
立
ち
寄
り
な
が
ら
３
時
間
半
の

行
程
を
歩
き
ま
し
た
。 

 

小
渕
河
畔
砂
丘
の
上
に
立
つ
鷺
神
社
・

鷲
神
社
は
、
拝
殿
に
向
か
っ
て
左
側
が
鷺

神
社
、
右
側
が
鷲
神
社
と
い
う
全
国
で
も

珍
し
い
「
一
宮
二
社
」
の
神
社
で
す
。
賽

銭
箱
も
そ
れ
ぞ
れ
に
置
か
れ
、
境
内
は
参

道
を
境
に
分
か
れ
て
お
り
、
奥
の
本
殿
も

扉
は
半
分
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

鷲
神
社
の
場
所
は
杉
戸
町
の
飛
び
地
に

な
っ
て
お
り
、
春
日
部
市
に
囲
ま
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
小
淵
山
観
音
院
は
春
日
部

に
唯
一
残
る
修
験
寺
院
で
あ
り
、
神
仏
習

合
の
祈
願
寺
で
も
あ
り
ま
す
。
明
治
政
府

の
神
仏
分
離
や
廃
仏
毀
釈
の
宗
教
政
策
に

よ
っ
て
、
日
本
の
神
社
や
寺
院
は
大
き
な

影
響
を
受
け
ま
し
た
。
市
内
の
修
験
寺
院

の
多
く
が
消
え
去
り
ま
し
た
が
、
小
淵
山

観
音
院
は
観
音
信
仰
の
霊
場
で
あ
っ
た
た

め
廃
寺
を
免
れ
、
現
在
も
神
仏
習
合
の
修

験
寺
院
の
姿
を
残
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
散
策
を
通
し
て
、
春
日
部
市
に
も

こ
の
よ
う
な
見
所
が
あ
る
こ
と
を
発
見
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
春
日
部
市
の
新

名
所
と
し
て
対
外
的
に
も
広
く
浸
透
し
て

行
く
事
を
期
待
し
ま
す
。 

 

【
お
詫
び
】 

遊
学
26
号
「
街
の
遊
学
人
」
の
山
本
孝
司
さ

ん
の
お
名
前
が
「
幸
司
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。 
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